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に 

於
ナ

.何
人
も
中
立

K

 V

き
で
は
な
い
。
之
は
双
方
の
勢
力
を
明

&

に^nl

覺
せ
し
め
て
事
件
を 

極
端
に
走
ら
レ
め
す
爭
鬪
の
成
功
を
豫
知
す
る
手
段
を
與
へ
無
用
の
爭
鬪

を
！！
：

赃
せ
し
め
る

」 

と
，主

張

す

る

。

r
D
o
c
u
m
e
n
t
a
r
y

 

H
i
s
t
o
r
y

 

III, 

D. 

2
9
4

 ; 

c
o
m
m
o
n
s
,

 

pp. 

1
3

 

V
I

3
2
)

、

ク

t
i
l

ズ
ド
シ
ツ
.
ツ
み
和
刷
關
係
に
あ
る
述
動
方
法
は
ボ
イ
コ
ッ
ト
で
あ
る
此
名
僻 

.は
ア
イ
ル
ラ
シ
ド
の
土
地

®

擾
に
よ
？
て

!

八
八

0

年
或
は

1

八

A

.一 

年
キ
ャ
ズ
ー
グ
ン
•♦ホイ 

T
T

ク
ト
に
對
し
て
近
隣
の
者
が
交
際
.を
絕
ち
物
資
の
供
給
を
业
め
如
何
な
る
援
助
又
は
柳
肋 

を
も
與
へ
な
か
つ

.
た
こ

W

にS

来
す
る
比
較
的
新
し
い
名
辭
で
あ

.
る
が
、然
し
其
事
實
は
古
よ 

ゥ
ア
メ
 

.ク
力
に
存
在
し
た

◊

ス
ィ
ラ
デ
デ
フ
ィ
ア
の
製
靴
エ
組

<tl

は
組
合
員
が
湖
合
外
の
密 

と

W 

&

を
共
に
す
る
こ
，ご
を
祖
絕
じ
此
密
と
の
交
際
を
禁
じ
た
レ
之
は
組
合
に
加
入
を
*
誘 

:

し
或
は
：強
制
す

る

方
法

’

/
J

し
て

®
る

有
效
ホ
め
つ
た
が
、當
時
に
於
て
は
商
品
に
對
す

る

、

ボ
づ 

飲
二
十
糖

(
！

五六

n

ア
メ
リ
カ
に
於
け
る
别
期
の
發
働
艇
合
ざ
数
働
爭
議

 

l

i
 

四
九



I:

!

H
us
r
t
^

B
k
n
t
t

j

.

§

s
 

(
一

五
六

5

ァ
メl

l
i

於
け
る
财
期
の
勞
働
組f

努
働
爭
謙 

饿

十

二

玻

5

コ
ッ
ト
は
未
だ
知
、ら
れ
な
か
つ
た
の
で
？

 

9
i

.
 

PP, 

23
,2
4
; 

C
O

B
m

l

 p. 

1
3
0

 
.
 

n
o
c
u
.

 

m
e
n
t
a
r
y

 

H
i
s
t
o
r
y
.
,

 

I
l
l
,

 

p
.

 

9
5
)

•

ぉ

合

が

有

效

に

，賞

，銀

に

對

す

る

支

配

を

贊

行

せ'ん
が
爲
に
は
紐
合

Zi:

加
入
せ
ざ
る
職
工
に 

到
し
て
：

ボ
ィ
コ
ッ
ト
を
な
す
に
：丘

ら

般

に

同

業

に

從

事

せ

ん

..す
る
訓
練
を
經

た
る

成 

エ
の

I

を
も
支
配
ポ
ね
ぱ
化
ら
ぬ
。

ッ

央
故
に
デ

メ

リ

，
力

.

の
勞

2

合

は

疾
ぐ

ょ

り

S

の 

敎
育
に
努
力
を
惜
ま
化
か
ら
た
。
例
之

’i

 

l

i

ク
活
版
エ
紙

t

一
八

O

九
年

「

5

の
 

過
多
、

I

せ
る
徒

i

端

な

職

に

從

事

す

る

成

年

の

？

完
全
に
.訓

#

も

ら
ナ
者
の

®

ま

を

追

せ

、られ
た

」

’/

J 

-
g
.

へ
^

^

^

^
彼
等
は

「

合
法
的
に
规
則
的
に
三

の
使
涕

/
J

し
て
和
し
た
る
者

」

の
み
を
使
用
す
る

.や
ぅ
傭
主
に
要
求
し
た
。

然
し
十
分

效

さ

れ

な

か

つ

た

彼

等

は

之

.一
が

爲
Iに
感
衝
的
訴
願
を
試
み
宣

.言

を

新
に
し
た
が

之
も
义
败
に
終
つ
た
？

而
し
て
印
；刷
エ

2

:

も
激
し
ぐ
半

5

の
職
工
‘に
ょ
つ
て
惱
ま
さ
れ 

た
。
* (

c
o
m
m
o
n
s
,

 

pp. 

X
I
4
,
1
6

‘ン

製
細
業
に
於
て
は
制
る
半
端
お
の
職
工
に

®

さ
る
、

こ

ご
は
少
か
つ
た
。

失

で

彼
等
の
抗 

談
は
挺

&

趣
免
の
制
艇
に
向
け
，

,
，れ
た
。
例
之

T

 

二
ュ
I

ヨ
I

ク
製
靴
ェ

組
合

」

§

ぐ

I

:

J
o
u
r
n
e
y
m
e
n

 

C
o
r
d

ミai
Q
e
r
s
)

ぱ
彼
嬉
の
傭
屯

/
か
，訓維
を
與
へ
得
る
以
上
に
多
欺
の
徒
雜
を
使
用
ず 

る
こ

プ
レ
に
對
し
て
抗
纖
し
、又

十

二

三

ヶ

月

捉

，た
り
し
後

j

人
前

‘の
職
工

W

な
り
、賃
銀
の
低 

取
な
る
お
に
彼
等
の
地
位
を
お
収
す
る
成
ギ
外
國
人
に
對
し
て
も
抗
議
し
た
。
然
し
斯

Q

如 

.き
徒
，览
の
支
配
は
有

#

に
，！？
行
せ
ら
れ
な
か
つ
た
。

；

蓋
し
急
激
な
る
人
口
播
加
、外
國
人
の
称 

入
、都
市
よ

>cv 

W

市
へ
：iid

民
の
：移
動
が
斷
へ
な
か
つ
た
か
ら
で
あ
る
。‘
古
き
ィ
ギ
ジ
ス
の
规
則 

た
る

r

六
ケ
年

.の
徒
弟
た
る
こ
ぶ
は
遵
守
せ
、もる

.
 
> 

よ
う
も
無
視
せ
ら
る

V
?

こ
と
が
多
い
一
の 

«

p

.に
過
ぎ
な
か
つ
た
。
努
働
組
仓
は
之
を
維
持

.し
や
う

2

努
力
し
た
。
然
し
乍
ら
其
成
否 

は

g
i

々
で
あ
つ
た
。

(
B
e
a
r
d
,

 

P. 

2
5
y

要
之

*初
期

.の
，勞
働
組
合
は
ニ

 

)

観
方
組
，合
員
を
除

外

し
三
面
體
交
涉
を
利
用
し

(

三)

S

低

®

銀
.

.
の
.制
究
を
圓
ス
ト
ラ
ィ
キ
に
訴
へ

{五)

種
，々
の
給
付
就
中
ス
ト
ラ
ィ
キ
給
付
に
着
手
し

(

六) 

.ク.P

1

ズ
ド
シ
ョ
ッ
プ
及
び
ギ
ィ
，

n

ク
：ト
を
實
行
じ
た
の
で
あ
つ
て
、程
度
に
差
異
あ
れ
ご
も 

何
，れ
の

S

に：於
て
も
觉
る
が
如
く
、ア
メ
：リ
カ
，.に
於
け
る
初
期
の
勞
働
組
合
運
動
は
著
し
ぐ
攻 

勢
的
，色
彩
を
有
す
る
こ

’/
J

が
知
ら
れ
る
で
あ
ら
う
。

.

^
 

の：如
き
初
期
の
攻
勢
的
な
發
働
組
：合
述
動
は
傭
主
を
し
て
晏
如
ね
ら
し
め
す
之
^̂對
抗

热
二
十
⑥

(
一

五
六
三〕

ア
メ
リ
カL

i

於
け
る1

初
期
の
敛
働
組
合
マ」

势
働
锁
譲 

银

十

二

！
！

 

K
1
,

-f
r-



il

p

(
!
}

银-
H
1

號 

ラ
ダ
デ
ス

き
ァ
の
製ラ

热
二
十
卷

(

^

六

§
;
:
.ア

メ

"
ヵ

1
1於
け
を

|

|

跡

|

|

働

|

す
ホ
爲
に
一
圓
結
せ
ぞ
る
を
；得

ざ

ら

し
め
た
.。

ユ，
)m

 

!

ク

及

び

ヌ

.

.

.

.

靴

H
が

I

す

：タ
に

-

0
. 

2

:
は

傭

主

の

間

に

職

H

 

S

銀

を

S

に

*

?

"

"
 

に

J

成

ま

せ

る

が

故

に

必

婴

已

む

無

ぐ

防

衛

の

；目

的

に

出

た

の

で

ぁ

る

ど

適

？

ゐ
る
.。
 

然

し

乍

ら

此

釋

明

i

«

±

0
 

I

に

ょ

S

支

？

る

こ
.
.

が

出

來

な

い

0

勿

論

r

ス

ィ
 

チ 

ノ

ス

ア

製

f 
業

，主
組
合

」
(
p
h
i
l
a
d
e

 
ゴ M

a

 

s
o
c
i
e
t
y

 

o
f

 M
i

r

 

c
o
r
d
w
a
r
e
r
s
)

は

1

七 t
<

 

L 

設
立
せ

1

最

初

の

製

？

の

t

は

之

ま

後

れ

て

一

七

九

ニ

.年
に

i

せ

ら

，
.

^

然
 

し

前

« 

S

S

市

に

於

け

I

 

J

 

§.
ぐ

ん

S

に

商

A

ざ

し

て

§

し

た

も

の

e 

側

？

し

て

紐

織

し

た

も

の

で

は

な

5

た

。

S

 

i

靴

其

他

を

常

市

內

の

i

i

 

に

於

て

取

賣

す

る

者

又

は

新

g

及

2

を

以

5

格

I

吿

す

る

f

、斯

.

O

S
を

繼

®
 ；!

 

る
？

本

t

の

加

入

激

に

取

ぐ

る

こ

？

5

1
1 K

ふ

加

入

者

の

資

格

制

服

に

於

て

之

を 

t

こ
.
.

が
出
來
る
。

(

D

o

o

i

t

a

r

s

l

, 

S
, 

P: 

a
)

即

ち

此

a

合

I

格
を
騰
貴
せ
し 

t

グ
目

n

を
，
有

す

る

商

人

の

.
®
體

で

ぁ

つ

て

、

#

銀
を
；低

下

せ

し

む

る

目

：的
を
，有

す

る

餅

K

の

'

は
：な

か

つ

た

。

而
し
：て

此

組

合

は

製

靴

土

の

H

i

 

 ̂

^

タ
る
，ぶ
に
解
散
し
其
後
！

.
七
九
八

年
！！

立
せ

ら

れ

.た

る

親

：
方

の

S

は

防

衛

的

傭

i

の

.

m

合
，
で
あ
つ
た
。

ス
ィ
ラ
デ
ル
フ
ィ
ア
に
於
け
る
職
工
が
.
賞
銀
め
增
如
を
確
保
す
キ
爲
じ
執
ヶ 

た
る
最
初
の
手
段
は
協
定
し
た

s
'低
額
以
下
に
於
て
は
就
業
を
拒
絕
す
ぺ
し

y

レ

云
ふ
各
個
人 

の

ホ

合

で

あ

つ

た

。

ギ

じ

観

：ネ

が

其

以

前

に

組

合

を

有

せ

ざ

る

職

H

を
攻
離
す
る
の
で
あ
つ 

た
な
ら
、親

方

の

組

合

は

其

旧

體

交

渉

を

拒

絕

じ

て

：個

別
交
涉

.に
委

し

て

置

い

た

で

あ

、ら
ぅ
。
 

此

點

か

、ら

見

て

も

観

方

Q

 

0 4

ヮ

が

初

ょ

り

使

用

人

を

骤

象

V
J

し

て

#
在

し

た

の

で

な

い

こ

y

レ 

が

判
る
で
あ
ら
ぅ
。

(
c
o
m
m
o
n
s
,

 

pp. 

1
3
2
-
1
3
3
)

然
し
乍
ら

一

度
®
銀
問
题
が
聚

a

と
な
る
や

}

$
：

や
親
方
は
傭
主
：
し
て
の
利
益
を
擁
護
す 

る
爲
に
彼
等
の
商
業
上
の

，圓
體

に
新
し
い
職
能
を
附
加
す
る
か
或
は
新
し
圓
體
を
姐
織
す 

る
こ
み

/
^
な
つ

ぢ

前
ポ
の
例
ご
し
て
は
權
格
決
定
の
機
開
と
し
て

I

八

J 

ニ
年
組
織
せ
、ら
 

れ
た
ピ

ッ

ツ
バ
I

グ
の
製
靴
業
夢
の
飢
合
が
あ
ク
、後
者
ざ
し
て
は

一
七
九
八
年
の
フ
ィ
ラ
デ 

\

ク
ィ

r
,
に
於
け
る
製
靴
業
ポ
の
組

<
p
が
舉
げ
ら
れ
る
。
而
し
て
是
等
の
傭
主
の
組
合
は
時 

に
ょ
レ
職
工
の
組
合
が
傲
力
な
る

W

は
之
さ
交
涉
を
開
.ひ
た

が
、彼
等
は
絕
へ
す
職
工
の

組

合 

>

*

減
す
る
機
會
を
求
め
て
ゐ
た
の
で
あ
つ
た
。
‘印
刷
業
及
び
製
靴
業
に
於
け
る
観
方
は
彼 

等
が
職

H

の
組
.合
に
反
抗
す
る
點
に
於
て
は

r
政
す
る
が
其
手
段
に
於
て
は
多

®

多
様
で

P

,

策
二
十
翁」

，(一

五
六
五)

3
:
ァ
メ
リ
ヵ
1
1於
^
?る
别
期
の
努
働
組
：合̂
勞
侧
|̂
鎌 

银
十
二
號 

五
ニT
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il!^

11*
: lr

!|i、

ill
i ：i '̂

f
l
.
l
l
i
v
o
t
f
u
t

 ̂

-
-

-

-I
J
r
t
t
r
L
f
f
i
v
-
J
V
.
H
V
f
-

-
l
l
.
?
p
-
.

-

-
.
•
‘：！

，
.-,.

レ
，

-
M
-
l
-
i
.
/
l 

. 

^

M

i

h

M

;
 

f

n

n

-

1_ —

u

k

j

,ゴ

パ
.

.

.
4
l
«
i
M 

.
J
t
, 

i
j
i
s
t
l
l
i
s
j
h
j
f
j
i
.
. 

> 

.

.
/
u
.
i
-
^

.

0

4

-

-

-'
.

-
-

-

-

-

-- 
に

：
に.
.

-

■ 

■
■ 

:
 

.
- 

4

N

U

M

N

.

.

M

.

,

^

u

i

n

t

<

N

-

--
J

-

(

m

l-

-

--

-

-

-

--
-

,
.

.

.
i
:
.
l
i
l
-
f 

二
-

_

_ 

f 

,
’ 

,,i
,
.

-

密
一

十

卷

a

五六

2

アメリカに

於け

る
I

I

I
合
I

働
I

 

第十
i

冗
g

0 

^

親

S

刷
業

5

他
の
地
方
に
在
る
植

J

及
び
印
刷

H

に
向
ひ
高
給
を
以
て
永
久 

的
地
位
を
提
供
す
る
こ
を
振
を
す
る
だ
け
で
十
分
で

あ，る
こ

i

を
見
出
し
た

.

一
八

0

三

年
.プ
イ
ラ
デ

ル
ク

ィ
ア
.

の
.

.

當
翁

-
.

奢
ぐ

V
.

 

V

や
も
，

i
.
ド

，ユ

>
 

.
 

ノ
チ
壬

I

ナ
及
ひ
ニ
コ

I

 

3

1
ク
の
印
刷
工
に
對
レ
て

廣
吿
し
、！
八

0

九
年
ユ
ユ

I

ョ
I

ク

の印刷業者はペンシー

ダ

ベ

ぐ、
-
ア、力

"
ネ

ク
チ
カ
ッ
ト
及 

C

 

-

サブセツ全都に欺借文を®布し供給
過多

に
ょ
り
て

勞
働
激
の
組
仓
を

打
破 

V

ん
し

ズ

F

し

H

此
方
；̂は
ー
奇
分
成
功
し
た

も
の
，

で
あ

る

こ

S

を
職
工
側
の
安
協
的 

ゎで
&

に
ょ

つ
て
知
る
こ

V

-

が
出
來
る
。

然
し
乍
、ら
親
方
製
靴
業
者
は
勞
働

市
場
を
.横
溢
せ
し 

む
る
こ
ざ
が
出
來
な
い
で
遂
に
法
廷
の
援
助
を
求

め
，
る

こ

ざ 

> 

な

つ
た
。

f

 

I

 

?
 33

2
,

 

き

：

.

. 

：： 

.

.

.

.

.,

、
 

，

n
r

騒
擾
事
件
に
於
；

&

る
論
爭

i

®
過

製
靴
エ
に
剰
す
る

g

法
上
の
®
擾
事
仲
は
總
計
六
仲
を
數
ふ
る

C

一
 

八

0

六
年
フ
ィ
ラ
♦
チ
 

ル
フ
ィ
デ
に
於
て

一

#
,!

八

0
九

年
J

r
ユ
I 

m

，

ク

に

於

て

一

伸

、
！
八0

九
年
バ
ル
チ
モ

I 

ア
，に

於

て

二

？

八

一

四

ギ

及

び

一

八
.
！：

五
年
に
ピ
ッ
ツ

：< 
I

グ
に
於
て
ニ
仲
起
つ
た
。

W 

し
て
ゴ

V

中

® 

^

は
職
工
に
不
利
な
判
決
が
あ
ぅ
他

Q

一
 

仲

は

有

利

な

刺

，決
、殘

のj

件

ね

妥

，協

勺T

決
が
あ
ウ
た
。
然
し

X

ル
ナ
モ

I

ア
の
ニ
件
と
ピ
ッ

.
ジ
パ

I

グ
の

1

仲
に
關
す
る
報
吿 

は
め
て
稀
で
あ
る
ひ
.此
中
最
後
の

」
I

事
件
に
於
て
は
傭
主
は
慕
大
な
鹏
企
を
な
し
ス
ト 

ラ
ィ
キ
を
な
し
た
る
者
を
，刑
法
上
の

0
0
0
を
以
て
起
訴
す
る
こ
ざ
を
救
助
し
た
。
何
れ
に 

し
て
も
是
等
の

0
仲
：は
勞
働
爭

0
，に
就

て

0
主
が
法
廷
の
职
を
求
め
た
最
み
の

4 

V
J

し 

て
ま
義
が
あ
る
。

(
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o
m
m
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n
s
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T
3
S

 ; 

P
e
r
l
m
a
n
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-

此
法
廷

：：

に
於
け
る
鬪
爭
の
成
行
に

0

し
て
全
國
の
傭
主
が
深
大
の
與
味
を
感
じ
た
事
は
勿 

論
で
あ

る。：.ピ
ッ
ツ
バ

I

グ

事

仲
の
：醫

記

は

其

報

0

の
.
緒
言
に

.次
の
如
く
記
し
て
め
る

。
.
 

(
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O
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m
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n
s
v
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.

 

1
3
9
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D
o
c
u
m
e
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t
a
r
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H
s
c
r
y
.
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V
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P, 

i
6
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B
e
a
r
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「

彼
は
赛
し
も
多
數
の
尊
敬
す
ベ
き
技
術
家
幷
に
製
造
業
密
の
動
心
な
脚
能
が
無
力
ウ
た 

な
ら
ぱ
恐
ら
ぐ
之
を
報

$
1

し
や
ぅ

.'/

」

，企
て
な
か
つ
た
で
あ
ら
ぅ

？
* 

‘ ：
陪
審
官
の
剑
決
は
我 

國
の
製
造
業
ポ
の
業
に
對
し
て
大
ひ
に

m

要
，

で
あ

る。

そ

れ

.は

從

來

我

國
の

資
本
家
の 

成
功
せ
る
企
業
に
對
し
て

g

W

を
與
 

<

つ
、
め
り
し
諸
組
合
を
撲
減
す
る

"

然
し
乍
ら
此 

事
：件
は

® 

K
y當
地
に

VJ 

て
重
要

な

る

の
み
で
は
な
い
。

そ
れ
は
疑
ふ
綠
地
も
な
ぐ
ム
ユ 

I

ヨ
I

ク
及
び
ス
，ィ
ラ
デ
.ルス
ィ
ア
に
於
け
る
判
決
に
も
拘
ら
す
依
然

ざ

し
て
是
等
の
都 
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翁
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ア
メ
リ
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に
於
け
る
初
期
の
炎
働
組
合
マ

J

努
勸
爭
議 

饿
十
ニ
號
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-
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r
ゴ
？
ノ

r

,

ア
，
メ

ガ

力

に

於

け

る

激

の

®

働

組

合

ま

働

s

 

嘴
t

i
 

£

く

^
l
u
r 

メ
ハ
ヵ

f

s

有
害
な
る
影

f

及
？

®
合
が
存
在
し
て
ゐ
る
ニ
ご
を
ー
バ 

議
務

.

,

d

.

!

s

 

を

？

L
0し

て

ゐ

る

-。
 

b

M

l

事
仲
に

.
^
ま
れ
た
る

S

上
の

I

は
之
に
？

る

S

5

命
令
の
缺
如
せ
る 

に
於
け

I

s

の
振
則
が
ニ

 

=
-

に
適
用
せ
ま
、
か
否
か
で
ゐ
る
ァ

 ̂

^

ら

る

る

4

-
れ

は

®

?

播

加

甘

ん

ざ

す

る

勞

f

:

の

®

結

は

何

れ

も

f

こ 

夢

す

る

®

擾

で

あ

る

ビ

見

る

べ

 

b

i

.

;
こ

ぜ

ノ 

C

しク；

.

,

、%
 

此
黑
に

i

し
て
ア
メ
リ
カ
.'の與
論
は
ニ
派
に
分 

ラ
ラ

"

^

1

®
ち
ア
レ
ク
サ
ン

ダ

！

，ノ

ミ

ル
ト
ン
に
從
ふ
保
守
派

f

ギ

v

U

1

は

J

ッ

.

.
力

に

適

用
f

る
：

なし

.ト

1
ニ
 

t

フ

,

.

；

I

ひ
る
當
ゅ

の
M
進

派

チ

S
-

ク

ラ
，グ

ィ
ツ
ク
.

レ

バ

プ

リ

カ

ン
®

ち

ジ
„

フ

ァ

，

..、

i 

:
, 

I
 

"

r

v

,

i

:つ
"

ご
。
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.
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ス
ン
*
は
之
ピ
反
對
の
見 

f

プ

?

!
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.

さ

〔

o

i
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.

 

I
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(

ァレ：ク
サ
ン

ダ

!

、ノ
，

ミ
ダ

ト
ン

(

一
ヒ
冗
七

1

月
す
ブ
日

I 

!

八

0

5

七

月

十

：
ニ

 

S

は
大
絲

f

.

シ
ン
ト
ン
の
下
に

r
t 

s
e
c
r
l

o
f the 

t
r
e
a
s
u
r
y

た

り

レ

バ

secretary^ 

o
 ̂S

t
a
t
e

た
レ
し
ジ
キ
ク
ァ

I

ス
ン
と
中
夹

政
庶

の
播
限 

の

問
®
に

て

論
議
し
遂
に
論
敵

.ジ
エ
フ

ァ
I

ス.シ

僻
職
す

る

じ
至

、々フ

X.デ

ラ

リ

ス
ト
’
/

」

レ
 

パ

プ

ブ
カ
ン
と
が
對
立

す
る
こ
と

 

> 

な
つ
た
。
尙

A

ミ

レ，
ト

ン
は

C
h
i
e
f

 

Justice 

o
f U

.
 

s
.

 

s
p
r
e
i

 

c
o
u
r
t

 

w

な
-c

n

後
に
も
法
律
事
務
に
棠
ウ
て

ゐ

た
。
ト

ー

マ
ス
.
ジ

コ
スァ，
ス

ン
ニ
七 

y
:
三
年
ギ
月
十
三
日

I

1

八
ニ
六
年
七
月
四
日
な

Strict 

C
o
n
s
t
r
u
c
t
i
o
n

 

p
a
r
t
y
'

の
領
袖

y

レ
し
て 

ス

H 

'デラ

リ
ス
ト
即
ち

L
o
o
s
e

 

C
o
n
s
t
r
u
c
t
i
o
n

 P
a
r
t
y

ざ
®

崎
し
第
三
次
合
衆
國
大
統
領
在
任
中

(

ニ
 

八

0
.
 j. 

 ̂

I

一
八

0

九
年

)

ル
イ
ジ

ア
ナ
を
ブ
ラ
ン

ス
よ
-̂
購
入
し
後
の
所
謂

ホ
ン

"

I

主
義 

の
賞
行

家
で

ぁ
り

此
外
普
通
敎
育
の
傭

張
，地
方
.分
權
等
の
業
續
を
殘

し

な
。

)

.

.

•
斯
の
如

.

見
解
の

.相3̂
、

よ
り
職

H

が
起

W

せ
ら
る
 

> 

や
特
に
フ
ィ
ラ
ダ
ル
フ
ィ
ア
及
び
パ 

ル
チ

\i；j 

I

ア
に
於
け

.る
デ
モ
ク
ラ
ッ
ト
は
新
閱
及
び
其
他
の
手
段
に

.
よ
り

I職

H

を
擁
護
し
た

) 

就
中

！

八
6

六
年
の
ク

.ィ
ラ

/デ
ル
フ
ィ
ア
事
‘仲
に
於
て
は
ニ
人
の
最
.も
有
名
な
法
#
上
の
鬪 

士
が
現
は
れ
た
。

一
人
は
ヤ

I

ル
♦ト

.イ
シ
；力

]

ソ
J

ダ
ズ
レ
云
ひ
イ
ゲ
ジ
ス
の
普
通
法
を
適
用 

せ
ん

W

，す
る
熟
心
な
猶
訴
論
者
で
ぁ
り
、他
の

一

人
は

、> 

I
ず

，

，
キ

イ

•
ゎ

ド

ニ

 

I 

’/

」

云

ひ

前

者 

反
.對

の

立

場

よ

-
^
職H

の
爲
に
，起つ
た
。

(
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i
m
o
n
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i
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ぃ
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-
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,ih,Ĵ
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:
n
t
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J
n
.
.
 

._

一
:

第
i

s
 

(
一

冗七
0

>

ァメヵ力じ於け

-る勒期の

I

組
t

n

 

m
t 

i

五、

>

 

"
然
る
に
裁
判
所
お

^
 

メ

ジ
.力

の
法
？

 

S

丄

な
し

!
^
で
 

此
法
律
の
下
に
於
て
何
が
不
法
行
爲
で
あ
る
か

©
g

®

が
起
つ

.タ

.而
し
て
此
？

就

1

 

2

の
2

S

る
？

 

5

を

2

す
る
こ

.
0

で
あ

.

.
I

る
も
の

,
^
他
人

£

を

チ
;
:

 

す
海
合
を

S

す
る
に

f

j

る
も
の

£

あ
る

.

^
般

t

の
人
々
は

I

の
ぶ
を 

®

る
爲
に

糾

合
を

S

す
る
こ

.

.
が

不

法
な

る

が

故

£

訴

せ

、られ

t

の

ゴ

M

て
ゐ

 ̂
.
 

观
に
フ
イ
ラ
デ
ル
フ
イ
ア

S

仲
に
關
し
て
判

S

勞

m

者
が
彼
等
の
賞
銀
の

5

を
鬪
る 

す
る
は
不

5

あ
る
こ

,」

を
明
に
し
，斯
る

g

結
は

J

は

I

の

利

f

るg

他
は 

之
に
ぉ
は

.
b

ざ

る
他
の
者
を
害
す
る

f

 

.

.觀
察
す
る
こ
ご
が
出
來
る
。
此
兩

1

ご

犯

f

 
:柳
成
す

5

S

S

に
述
べ
た
.
而
し
て
陪
審
官
は
此
解
釋
，に
；

賃

與
の
：播
が
を
闘
る
货
こ
银

S =：:； 

;5̂ , 
B
 

V

を 

3 
し
た
こ
ど
を
け

i

 
出
し
た

。

(
D
o
o
i
n
t
a
r
y

 

®
s
l
.
, lU

,

 

pp,

2
3
3
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2
3
6
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o
m
m
o
n
s
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1
3
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,
1
4
1
〕

.

ク

ラ

ト

は

て

"

；

ス
イ

"

Q

 

2

に
ょ
つ
て

V
>

\

ラ

ニ

ト

S

事
及
び 

，イ
キ
ぞ
ス

S

S

を
：史
に
攻

f

る
機
？

得
た

.

彼
等
は
云
ふ
。

f

斯
の
如
ぐ
な
、ら

は

ま

多

ぐ

の

2

®

 
5
 M

結
を
有
す
る
に
拘
ネ
職

H

が
彼

S

狀
態
を
改
善
す
る
爲

I W

こ
旧

.結
す
る
權
利
を
有
す

.る
こ
，とを
否
足
す
る
も
の
で
あ
る
。
試
み
に
質
間
せ
ん
。
勤
勉
な 

る
職

i

以
外
の
他
の
释
て
の
：者
は
集
會
じ
圓
結
す
る
こ

i

を
許
さ
る
ベ
き
か
。
即
ち
商
人
は 

«

格
を
決
足
す

る

爲
め
又
は
市

®

設
定
の

®

め、

政
治
家
は
選
擧
の
爲
め
•述
動
家
は
練

M
.

赌
戯 

の
爲

め、

淑
女
純
士
は
装
舞
跡
の
爲

め、

夜
會
酒
宴
の
爲
め
會
合
し
圓
結
し
ウ

 

> 

あ
る
"
獨

K
V 

.貧
ぜ
は
卞
餓
に

0
抗
ホ
る
爲
め

®

站
せ
る
廉
を
以
て
起
訴
せ
ら
る
べ
さ
で
あ
る
か
"
斯
の
如 

き
.政
策
は

，： I
Z

ぬ
の
賞

f
f
i VJ 

0
容
れ
す
。

.又
奴
織

V

市
民

ズ

を

0
別
す
る
め
ら
ゆ

'
 
る
權
利
を
無 

ぐ
す
る
も
の
で
あ
る

」
V
J

攻
購
を
加
へ
て
ゐ
る

"

(
D
o
c
u
m
s
t
a
r
y
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I 
く，

p. 

6
2
;

 

C
o
m
m
o
n
s
,

P. 

s
ク

ィ

ラ
デ
て
ツ
ィ

‘ア
の
製
靴

.エ
は
以
前
か
ら
ダ
ま
ク
ラ
ッ
ト
に
訴
ふ
る
處

が

.め

つ

た

が

.
有 

0
の
則
決
が
與
へ
ら
る
;、
や
直
に
是
文
の
抗

0 
0
を
草
し
、ジ

ェ

ス
ァ

I 

ン
黨
の
有
力
な
る 

新
聞

「

ォ
I >

ラ」

に
揭

®

し
た
。

(

後
：段參
照

)

而
し
て

「

方

I 

ロ
ラ

」

は
職

H

擁
讓
の
爲
に
自
ら
陣
頭 

に
起
ち
て
彼
等
を
有
！！
.，/

」

す
る
裁
判
及
び
：ィ
ギ
リ
ス
普
通
法
の
適
用
を
痛
烈
'な
る
論
鋒
を
以 

て
攻
撃
し
た
。
其
結
舉
栽
判
，所
に
於
け
る
意
見
に
大
な
る
變
化
を
見
た
。
之
は
ジ

.
-
ス
ァ

I 

::、

チ
ン
黨
の
如
き
有
力
に
し
す
最
近
勝
利
を

6

め
た
る
政
治
界
の
人

..物
に
：ょ
り
て
主
張

.せ
ら
れ
一

'

®

1

十

盤

，
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K

七一
〕

；
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ア
メ
リ
カ
：

J
.

於
け
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働
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せ
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働
爭
膝 
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^

こ
i

s

て
力
が
ホ
る
。

而
し

T 

!

般

I

に
.
於
て
も

I

I

様
の
方
法
に
於 

.

.
し
？

.が
故
に
職

S

 

<

き
で
な
ぃ

.

.
ぃ

i

見
が
漸
次

®

を
な
し
て

*

た
。
 

(

シ

A

i

.

i
ン
か

；；：

一
八
。

一

年
ょ

-
-
:

一
八

0
九
年

S

,

*

國
の

I

I

次
大
統
？

あ
つ
た

C 

^

V
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 ̂

I 

八

o

九
年
の
 

ニ 

ユ
 

I

H
I
 

s

k

-
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 ̂

W
 

« 

± 

 ̂
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5. 

 ̂

.
0 ス
ィ
ラ
デ

 

r

 

ィ
デ
の
 

f

司 

.い
で
あ
つ
た
が
陪

I

に
指
示
す

.る
處
は
非
常
に
相
奥
し
て
ゐ

6

0

賞
銀
の
墙
加
を
鬪
る 

一
す
，の

不

だ

な

る

こ

ど

に

就H

は 

一
f

述
ベ
ず
、不
法
な
る
手
段
を
以
て
賞
銀
を
糖
加
す
る
篤

k

i

t

た
ふ
否
や
が

2

で
め
る
ざ
指
示
せ
ら
れ
た
。
此
指
示

I

銀
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加
を
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手
段
に
ま
て
目
的
を
成
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せ
ん
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；
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於
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職
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も
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他

の
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愈

の
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等

の

權

利

を
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し
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自
己
：の
事
項
を
制
規
し
：得
ベ

ぐ
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勞
働
に
ょ

b

て
得
る
賞
銀
を
決
定
し
得
ベ
ぐ
，失

i

ら
も
低
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な
る

®

銀
を
变
傾
す
：る
こ
ヒ
を
合
法
的
に
拒
絕
し
得
る
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然
し
乍
ら
彼
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執
る
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段
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りに放縱氣儘であり彼が
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せ
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は
滿
足
し
な
か
つ
た
，ぺ圓
結
の
目 

的
が
犯
罪
：に
な
ら
ぬ

プ，レ
認
め
、ら
る
、
時
は
起
訴
は
止
む
ぺ
き
で
あ
る

ゴ

考
へ
た
"

然
る
に
普 

通
法
に
於
て
は
騒
擾
ど
化
義
し
て
不
法
行
爲
を
な
し
又
は
不
法
の
平
段
を
以
て
適
法
の
行
爲 

.め$1

す
二
人
又
；は
二
人
以
上
の
若
の
結
合
で
あ
る
ビ
云
ふ
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ュ
ュ
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!

ク
の
事
件
に
於
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は

足

義

の

：
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の
部
分
が
適
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せ
ら
れ
た
の
で
あ
つ
た
。
而
し
て
如
何
な
る
手
段
が
不
法
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る
か
に
就
て
は
氣
儘
放
縦
の
平
段
を
不
汰
で
あ
る
ビ
な
し
て
ゐ
る
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之
は
即
ち
組
合
に
加
入 

せ
ざ
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者
と
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に
就
業
す
る
こ
を
拒
絕
し
た
る
こ
ビ
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靴
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た
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め
支
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た
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た
る
行
爲
を
指
す
の
で
あ
つ
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事
件
は
前
の
事
仲

▲

様
に

S

 

s

g

を
要
求 

.せ
る
パ
ト
ラ
ィ
キ
ょ
り
後
生
し
且
づ
之
に
加
ふ
る
に

a

合
に
加
入
せ
る
紫
は
加
入
せ
ざ
る
者 

をiritt:.

す
る
何
れ
め
工
場
に
於
て
も
就
業
す
る
こ
マ

」

を
祖
絕
し
た
る
廉
を
以
て
起
訴
せ
ら
れ 

f

ウ
.
U
.
:し
：て
此
事
件
に
於
て
：も
他
ゆ
總
て
の
：事
件
に
於
け
る
ビ
同
樣
職
工
は
賞
銀
潘
加
の
サ 

广
；
S

せ
る
廉

5

て
2

せ

ら

れ

た

ひ

之

に

就

、て
"

バ

，

ッ

制
S

起
訴
の
理
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|

 

嘴

の

要

求

に

，在
る
に
非
す
し
て
不
法
の

■

に
在
る
こ
ざ
を
陪
審
官
に
指
示
し

/
. 一
 

, 

I

ョ
 

I

タ
の
製
靴
工
事
仲

i

常
に
酷
似
せ
る
態
傻
を
執
づ
た
。
然
し

I

彼
は

S

段
の
解
釋 

を
更
に
イ
分
に
行
：ひ
直
接
行
動
に
ょ

.
^
て

一

人

の

.第

三

激

に

對

し

て

金

錢

上

の

損

害

を

與

へ
 

■
 

X 

f 

Tネ
を

f

し
举
は
社
會
に
對
し
て

不

利
益
を

S

す
べ
き
行
ぜ
を
爲
す
爲
に
稱
；々

の
人
が 

湖
辟
す
る
軸
に
於
て
：彼

.等
は
不
法
の
圓
結
を
な
せ
る
も
の
で
ぁ
る
。
之
を
具
體
的
に
云
へ
ぱ 

f
i
T
r
r

を
し
す
或
縣
足
の
者
を
傭
入
る
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こ
と
を
强
制
す
る
爲
に
脚
結
し
、又
は
人
を
し
て
赞

〜

化
 

の
も
，
"

於
て
ブ

3
,

に
肆
業
に
從

W

せ
し
む

る

こ
i

を
胆
害
す
る
爲
に
圓
結
し
、

S

ぐ
は

n
、を 

t

て
糖
定
擁
體
の
が
入
者
た
る
こ

V
J

又
は
之
に
對
し
て
麟
出
す

.る
ご

V
J

を
强

M

す
る
こ
ご

^

I

!f：I
I

I
i:
I

卞4̂

で

め

る\
」

云
ふ
。
斯
し
ヤ
製
靴
エ
の
組
合
が
ク

I

ズ
ト
シ
"
ッ
ズ
を
確
保
せ
ん
ざ
す 

る

法
動
が
虫
ざ
し
て
：織
制
所
の
#:譲
す
る
處
ざ
な
っ
た
の
で

あ

る

。
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®

出
を
明
ま
に
！ポ
し
た
初
期
の
事
件
と
し
て
有
名
で 

あ
る
。

.
之
に
對
し
て
製
靴

i

侧

は
を
個
人
に
’と
り
て
適
法
で
あ
る
も
の
は
個
人
の
圓
體
に
ビ 

P

てへも
：：

亦
|邀
法
で
あ
る
べ
き
こ

-
a

を
主
眼
し
た
。
然
る
に
栽
判
所
は
個
人
が
或
行
爲
を
な
す 

の.
W

個
人
の
圓
體
が
同
一
の
行
爲
を
な
す
の

>

 

は
效
振
に
於
て
极
本
的
な
相
異
が
あ
る
ピ
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^

由
に
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っ
て
此
見
解
を
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ら
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か
っ
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行
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し
て
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る
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ふ
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想
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あ
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は
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に
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職
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合
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が

個

，
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非
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び
傭
主
の
權
利
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ふ
主

'張

4
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あ
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業

の

條
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つ
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謂
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判

所

に
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て
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側
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ヶ

の

S
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5

を
許
容
す
る
政
策
は
彼
等
の

？

; ̂
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て
，愁

.を
喚
セ

t

し，め
且
つ
社
愈
の
利
益
を
胆

0

す
る
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吾
等
は
兩
裁
の
，蜜
昌
が
人
こ
裳 

造
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率
に
依
倚
す
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分
に
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ゐ
る
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張
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は

其

立
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の
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ぐ

說

明

し
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吾

等

の

地

I

ょ
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は
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が
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に
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す

る
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に
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少
し
も
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W

刷
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を
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た
な
い
人
々
が
之
を
破
壞
す
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に 

任
せ
：ら
る
：

V

の
で
あ
る
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か
。

彼
等
は

'其
所
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於
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照
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事
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吾
等
は
多
數
の
製
造
貨
物
を
有
し
な
く
て
は
な
ら
ぬ
。
然
も
吾
等
は
製
造
家
た
る
こ

プレ 

,

聲
止
.め
な

 
< 

て
は
な
ら
ぬ

"
：
之
は
工
業
郁
市
に
取
り
て
片
々
た
る
問
題
で
あ
る
か
..而
し
て 

ン：斯
©
如
き
絡
果
を
齋
す
ベ
き
明
白
な
る
傾
向
を
有
す
る
圓
結
に
加
み
す
る
者
が
罪
惡
の
自
覺 

を
盲
せ
ざ
る
こ

 

S 

を
得
る
か

-VJO 

r
D
o
c
u
m
e

ロtary 

H
i
s
t
o
r
y
'
,
I
I
I
,

力
.1

3

ひ
，1 
く，で

.8

か；

c
o
m
m
o
n
w
,

力，

J

 4
9
) 

'
 

; 

.

:
‘

：

陪
審
官
は
又
消

®

者
の
立
場
か
ら
も
考
慮
す
ベ

.
き
こ

.W

を
敎

へ

ら
れ
‘、若
し
も
傭
主
が
高
給 

リ

を
支
挪
ふ
時
は
浪
費

'
 
若
は
生
産
品
に
：高
き
償
格
を
支
挪
は
ね
ば
な

ら

ぬ：
.
V
マ

J

を
想
起
さ
し
め

.ぃ
ら

れ

た

"
"
r 
,
 

:/ 

;

ド

V
:

 

,
 

.是
等
の
議
論
に
對

し

，
，て
職
工

/
側
は

I

部
自
由
主
鶴
經
濟
の
：推
論
に
ょ
り
て

*

答
レ
た
"

「

自 

•5
,

放

©

«

通
商
を
壞
加
し

B

業

を

獎

働

し

，都

市

各

：自
：
の

平

和

？

殷* y
r

お
招
来
す
る
で
あ
ら

.

免
二
十
を

(

I
k
七七)

アメ 
m

於ける

1 

明期
の
發
働
紙
合

W

勞
働
爭
議
：
 

第
；B

S

,

六
五
-



; ， n

li W\\
ill

! i

i；i!

1 

d
一 ;;;
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パ

ァ

メ
 

"

l

l

i

l

i

i

 

I
號

六

六
 

h
: 

F

;
て
i

 

i

は

勞

働

者

が

目

已

の

刷

係

せ

るS

を

自

ら

處

？
 

|

全

な

I

 

I

腹

與

せ

、ら

れ

？
 S

 

©

み

S

 

?

る
。

勞

働
2

 

S

を

有

せ

ざ
I

は

こ

I

 

し

社

會
|

不

足

：i

む

y

,

.

.
う
.

，1

が
2

一
 

國

の

當
I

成

す

る
;

;

ぃ； ;
s

:
^

 

 ̂

^
け
る
こ
ビ
が
出
來
な
い
か
ら
で
ぁ
る

-
,
,
i

。
此
同
じ
推
論
を
以
て
彼
等

S

働
者
が 

き

る

S

力
を

H

れ
る
な
、
ら
ば
物

S

下
？

る
で

t

う
，
,

の
反
對

，
i

n

め

。

I

I

I

 

m
,

 
p

p
.

落

，

さ

。

o

i

l

. 

.
0

^

1
 

p. 

3
0

) 

i

 

'

 ̂
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 ̂

 ̂

 ̂

 ̂

0 

 ̂

L 

T 

 ̂

 ̂

L 

 ̂

 ̂

M
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 ̂

 ̂

.

フ
ィ
ラ 

チ
ル
ス

-

r 

 ̂

W 

 ̂

® 

X 

« 

0 

» 

f
f
i 

 ̂

 ̂

S 

 ̂

 ̂

 ̂

 ̂

 ̂

 ̂

 ̂

 ̂

 ̂

I

f

 "

 

メ

ぷ

の

自

申

を

ニ

ド

ン

ご

ニ

 

>
グ
1

ル
の
總
て
の

S

及
び

r

ミ
ン
ガ
ム

i

ン
チ
.
ス
タ

I
;
の

H

f

交
換
し
な
い
で
？

う

。
否
、之
に
加
ふ
る
に
メ
キ
シ
コ
の
を
、
 

へV

ブ
の
銀
及
び
プ

>
 

ジ
ル
の
金
剛
石
を
附
加
へ
て

も

交
換
し

な
い
で
ぁ
ら
う

」

ビ
。
尙
卞

)/

 

'释
い
：て
云

‘ふ「

貧
ポ

Q
,

權
利
は
當
老
の
野
望
の
爲
に
犧
牲

ご
せ
ら
る
べ

.
き

で

は

な
：

ブ
さ
の 

"
"
"お
は
フ
ラ
チ
ル
ス
ィ
ア
の
利
翁
*又
は
全
州
の
商
工
業
の
爲
に
犧
牲

i

せ

ら

る

き 

な
い
 

H

 

9

1

4
 

1

 

S
, p

p
.

資

さ

 

ニ V
,

 

£

; 

c

o

i

l

.
 

.
9
.
.
. 

I

 

^

I
iP

h
I

f

B

.又
ス
ィ
ラ
デ
ル
ス
、
ァ
件
に
於
，：
て
有
罪
の
判
決
が
下
る
や
製
靴

H

の
組
合
は
長
文
の
抗 

.識書
を
草
し
之
を
ジ
エ
ク
ゲ

I 
-ス
ン
黨
の
有
.力
な
る
新
聞

「

ォ
ー

P
.ラ」

に
揭
載
し
た
。
其
表

® 

は「

フ
ィ

ラ
デ
ル
ス
ィ
ァ
市

®

靴
職
工
の
公
開
論
說

J
W

云
ふ
の
で
あ
る
が
、其
中
に

K

て
次
の
如 

ぐ
違
べ
て
ゐ
る
。

(
c
o
m
m
o
n
s
,

 

pp. 

I
4I
-
I
4
W
)

.

「

事

K

に
於
て
は

.，吾等

.の
手
：

0

作
紫
に
依

®
.
し
て
生
活
す
る
—

親
方
製
靴
エ
は
槪
し
て 

莫
大
な
る
資
產
を
所
有
す
る
者
で
あ
り

'
 

業
の
中

止

は
彼
等
に

ぎ
し

て

摸

ナ

る
に
は
ォ 

逮

な

も

，

侮
過
報
週
听
得
を
得
る
吾
等
に
ざ
ゥ
て
夫
が
全
然
糧
道
を
喪
朱
で
あ
る
程
大
な 

る
极
失
で
は
な
い
。
是
等
の
親
方
は
：
：
組
合
を
有
し
集
會
を
催
し
決
譲
を
な
す
こ

プ
レ
が
 

W

來
る
。
然
し
乍

6

彼
等
は
富
み
吾
等
は
貧
し
い
か
、ら

——

吾
等

.は
平

S

に
集
會
し

X

幸 

i

恥
を
得
る
に
就
き
憲
法
に
ょ
つ
て
保
障
せ

&

れ
て
ゐ
な
い

W

彼
等
は
考
へ
で
ゐ
る
ら
し
い 

.

彼
等
ぱ
何
時
た
キ
ざ

も

，

吾
等
を
制
限
す
る
權
利
を
有
し
旦
っ
：
..吾
等
の
爲
に
勞
働
の
權 

H

赃

を

，
：
決

宠

す

る

摧

，
利

を

.有
ず

.一る，

然

レ

乍
ら
吾
等
は
勞
働
の
代
償
し
て
何
を
受
け
何
を
变 

け
ざ
み
か
を
自
ら
決
走
す
る
權
利
を
ぜ
し
な
い

V
J

彼
等
は
考
へ
て
ゐ
る
。：
：
若
し
も
自
已

路

二

十

怨

(

一
五
.七
九〕

ァ
メ
リ
ヵLi

於
け
る
初
期
の
势
働
纽
合
マ」

努
働
爭
議 

奶
十
二
號 

六
七
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/
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‘アメ1
に於ける齋の势働組

<
3
努働爭謙

 

部
上
5 

,

,
の
勞
侧

S

格
を
成
規
ず
る
者
の
圓
結
が
犯

m

ご
な
る
な
、
ら

f

ぺンシレ

 

一；

.
V
 

パ；
は
誠
に
怨
慘
な
，もの
で
あ
る

/
 

;、ド
、
ン
バ

 

.

スズ

:

自.
由
平
等

£

據

I

る
主
張
は
被
，
吿

|

た

.る
職
工

0

み
の
？

.：る處：で

^

ぶ
.
.

0

同
 

じ
报
據
は
傭
主
に
於
て
も
利

f
l
し

N

 ® 

.
 

U
Z 

i

t
 

I 

I 

,
、、
 

I 

? 

h

.

つた

>
 
み 

T 

 ̂

 ̂

 ̂

^
 

a 

* 

 ̂

« 

«
 

L 

X 

f
f
l 

5

 

^
 

^
 

 ̂

^

 

r

け
又
多
數
に
ょ
る

|

^

て
戰
つ
た
の
で
あ
る

0

更
に
彼

5

 

r

ラィ
 

キ
に

於
て
ま
者

v
>

i

す
る
こ
と
を
拒
絕
し
た
る
人
を
保
譲
ず
る
？

 
*

l

k

^

し
？

(

I

I

 

H

i

l

o
 

III, 

P
P
,

 

?

 

I

I

 

I
t
; 

C
o
i
n
s
,

 

P

二

S
 

. 

- 

, 
f

四
，

勞
働
組
合
の
衰
微
*と
復
與 

斯
の
如

i

擾
事
件
は
前
節
の

i

に
述
ん
た
る
が
如
ぐ
六
件
の
中

S

は
何
れ
も
？

に

1

て
不
利

f

る
判
決
が
下
さ
れ
た
。

5

爲
に
初
期
の
勞
働
組
合
が
著
し
ぐ
抑
ぶ

-
 

.い
ぐ
一

.
ご
'2

 

f

ぁ
る
。
然
さ
之
ょ
タ

i

に
；層
傳
大
な
る
效
？

5

し

も
 

t

ネ

レ

ォ

ン

戰

爭

(
p
e
r
i
l

 p
.
、
)

ッ
ラ
ニ 

I

ど
I

:

の
ナ
レ
ォ
ン

I

に

i

船

舶

タ

は

！
方

£

て
ア
ず
カ

1

商
を
大
に
破
壊
し
た
る
が
，他
方
に
於
て
工
業
の
勃
興
を
促
し
た

"
.
然
る
に
此

W

爭
の
終
想
は 

所
謂
グ
ン
ピ
ン
グ
に
あ
ら
ざ
れ
ぱ
外
國
よ

-
^
過
度
の
輸
入
を
齋
し
た
◊
商
人
の
倉
庫
に
貴
撮 

を
課
し
急
速
じ
非
常
な
る
觸
格
の
低
落
を
生
じ
た
る
此
、過度
の
輸
入
は
慘
像
た
る
結
染
を

® 

起
し
た
。
多
數
の
激
は
全
財
産
を
投
下
し
た
る
エ
場
を
旧
傲
す
る
こ
ビ
を
餘
儀
な
ぐ
せ
し
め 

ら
れ

、又
，
敢
て
事
業
を
繼
續
し
た
る
者
は
結
局
救
濟
の
望
な
き
破
産
を
來
し
た
。
加
之
，過
度
の 

投
資
反
び
通
貨
の
膨
脱
に
よ
つ
て
更
に
其
情
勢
は
嵩
じ
て
账
た
。
而
し
て
多
數
の
朱
業
者
が 

織
出
し
た
。

"
列
へ
ぱ
ス
ィ
ラ
ダ
ル
，
ス
ィ
ァ
に
於
て

一

八

I

六
年
九
千
七

F： n

足
ら

t

の職エを 

使

»

し
た

1
11

十
の
工
場
は

一

八
九
年
七
千
五
百
を
解
履
し
め

0

而
し
て
當
時
ス
.
ラ
デ
ル 

フ
ィ

ァ
に
於
て
は

日
就
職
せ
ん

’/
J

す
る

者
ニ

お
を
算
し

ね
。

ユ

ュ
I

ョ
I

ク
に

於
て
も
之 

:
VJ,

同
様
で

あ
ら
、
バ

ル
チ
モ
.、
ァ
に
於

て
は

一

蔣
が
之
ざ
類
似
の
狀
態
に
在
つ
ね
報
せ
ら
れ 

て
居
る
。

(
C
O
B
m
o
n
s
,

でp. 

134
,【35

)

斯
の
如
き
不
況
は
職
工
の
組
合
を
し
て
解
散
す
る
か
又
は
經
濟
上
の
，活
動
に
駒
路
せ
し
め 

た
。
製
：靴
エ
の
組
合
に
就
て
は
鹿
業
上
の
反
動
が
其
解
散
原
因

W

なつた推測し得るの 

み
で

.
あ
.，る。

而
し
て
之
，に
關
し
て
は
間
接
の
材
料
に
よ
つ
て

1

A 

!

五
年
迄
存
し
た
こ

i

を 

奶11

十
盤

(
一

五<
1
)

：

ァ
メ
リ
ヵ
に
於
け
る
初
期0

1

組
合W

势
働
爭
請 

第
十
二
號 

六
九
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l
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m

±

s

お0

 

夕

後

{

ザ
レ
き

§

體
力

®

織
せ

.ら
れ
た
。
製
靴
エ
組
合
は
最
期
迄
純
然
た
る
職
業
綺

M

の
 

機

S

で
め
：マ
た
爲
に
船
地
に

® 

◊
易
か
つ
た
の
で
あ
る
。
然
る
に
二

‘
 

r

 

 ̂

7ク
及
び
ッ
シ 

ン
ト
ン

©

印
刷
工

.
のS

合
及
び

r

フ
イ
ラ
デ
ル
ク

イ

ァ
活
版

H

I

」

は
何
れ
も
不
況
又
は
ス
ト 

i 

J 

X 

 ̂

.シ

♦
.
のi

レ
胺
す
る
方

f
a

を
變
更
し
命
脈
を
維
待
す
る
こ
ど
が
出
來
ね
◊
然 

し
乍
ら
ゃ
れ
の

a

合
も

P

A

^

が
著
し
ぐ

.
¥
J
\

す
る
を
免
れ
な
か
っ
楚
等
の

®
合
は

經 

濟
的
活
動
か
ら

S

保
臉
の
機

®

に
S

た。
勿
論
當
®
は
相

S

保
臉

の
み
の

2

た
る
こ 

ざ
f

が

y
；

し
た
の
で
は
な
か
り
た
が

「

ス
イ
ラ
デ

ダ

ス
イ
ァ
活
版

P
I

網
合

‘一は

I

八

！ 

0

年
の 

ス
ト
ラ
イ

i

、又

i
!

ユ
，

丄
の
印
刷
工
紐
合
は

i

八

i

八
年
何
れ
も
旣
に
有
す
る
給
付 

a

金
を
®
化
し
又
は
法
人
た
る
こ

V」

を
圆
る
爲
に
遂
に
經
濟
上
の
任
称
を
棄
つ
る
に
至
つ 

た

(
c
o
m
m
o
n
s
r
p
p
.

 

1
3
5
丄

 3
7
; 

丄
i
n
, p.. 7

)
.

セ

業

不

，び

ソ

！

 

-ノ

ー-
0

4
に
於
て
：

に
達
し
た
。
其
以
後
は
漸
次
恢
復
の
氣
述 

に

向

ひ
多
數
の
エ
業

に

，，

於
て
贊
銀
努
働
者
の
攻
擊
的
な
組
合
が
勃
興
す
る
に
至
つ
な
。

化
に
於
て

は
述
輸
機

S

が
改

善

せ

、ら
れ

た
る
爲
に
大
规
模
.の
通
商
を
行
ひ
得
る

こ
,
,

、
な
つ 

，た

汽

&

に
：ょ
る

航
海

も
®

現
し
得
る

こ
.
,
,

が
明
ざ
な
つ
た

0

之
に
因
つ
て
孤
立
の
寺
代
强

刺

的

自

給

，
：
！
：

I 

M
lの
時
化
は
終
を
語
げ
た
。
泡
部
の
農
業
家
は
附
近
の
河
禅
か
ら
モ
ュ

I

ォ

ダ 

ジ

1

ン
ス
又
は
や
ビ

I

ル
へ

®

花

及

び

砂

糖

を

，罔
S

し、其
處
か
ら
海
上
を
ュ
ュ
一
ョ

I

ク
又 

は
リ
パ

1

プ

I \

に
輸
送
す
る

‘こ

W

が
出
来
る
の
で
あ
る
一

H

湖
沼
及
び
河
川
に
も
蓮
输
機 

關
の

.後
，&
を
兄
、海
洋

W
.

の
述
絡
が
行
は
れ
な

*"
 

(
c
o
m
m
o
n
s
,

 

pp. 

153
-

0

る
巡
輸
の
利
便
は
東
部
西
部
及
商
部
を

.商
業
上
連
結
し
商
業
資
本
家

'に
活
躍
す
る
道
-を 

-

叫
き
農
業
も
工
業
も
亦
彼
等
に
依
赖
す
る
處
大

ビ

な

つ

た

。

然

る

に

：

内
：！
！#

に
.外

國V」

の
，
騎 

，
爭
.の
，
爲

に

，，彼

等

は

生

産

裁

の

節

約

，
を

鬪

，る

-
V
i 
>

な
/
^
、囚
人
の
勞
働
を
利
用
す
る
こ

と

に
想 

到
し
た
。

S
.
人
の
勢
働

が

自
ゆ
勞
働
者
を
害
す
る
は

.殆
ん
ご
直
に
感
知
せ
ら
れ
た

。
'
 

夫
故
に 

M
r
八1

1
三

年

ュ

！
.
ュ
I

 

m 
I

ク
市
の
脂
物
職
エ
及
び
機
械
職
工
が
先
づ
反
對
の

.氣

®

を
上
げ
た
。
 

，是等
の
生
産
数
節
豹
の
述
動
は
當
然
勞
働
者
の
所
得
を

.減
少
：す

る

こ

’/

」

、
な
り
た
。
勢
働 

は
牌
往
の
生
活
標
準
を
維
特
す
る
货
に
滅
解
し
た
。
傭
主
製
造
業
者

W

斯
る
述
動
に
反
對
し

' 

i

而
し
て

f
f
l織
せ
ら
れ
ざ
る
ス
ト

ラ

ィ
キ

ビ
特
續

的
な
る
組
織
が
敷
帽
エ

、仕

立
'
エ
家
屋
及

：
- 

び
一
船
舶
.大
エ
、家

屋

塗

H
,

石
切
.エ
、機

織

H
、

製
釘
エ

、指

物

W

等
に
於
セ
現
は
れ
な
。

〈
C
O
B
m
o
n
s
,

 

p
p
.

:こ
 5,

ニ
5 

..

第

二

十

卷b

五
八
ニ

D

ァ
メ
リ
ヵ
じ
於
け
.る
别
期.の
势
働
組
合.募

働

爭

譲

，
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a

冗八

®

アメリ

i

l

i

i

l

i

 

第
t
l
號

セ

！

ん

J
5

S

る
迄
は
：手

I

働
者
の
み
が

2

し
た
の
で
ぁ
る
が
今
や

H

I

S

及
び
婦 

★

S

のS
 

J

艇
ぽ
雜
織

U

にM

わ
ね
。

組

合

の
名
稱
中
に

r

ユ

.

ォ
ン

」

な
る

ュ
 

i

i

!

.

こ

を

* 

:
:
:
:
:
)

ォ

"
"
エ

I

合」

.ミ
s
s
r
s 

u
i
p

)

は
イ
リ

I

述
河
開
通
式
の
祝
賀
の
满 

パ
ィ

A

H

I

同

し

：た
。

而

し

て
.最
初
の
婦
人
©
親
合
は
一
八
ニ

 

2

 

ロ
，
ド
ア
イ 

フ
ン
ト
の

"

ク
ツ
ソ
ケ
ツ
ト
に
於

i

c

s
せ
、ら
れ

^̂た̂
^̂
^
 

(

c

i

i

,
 P, 

156
)

-

!

八 

一m

年

に

始

ま

物

價

S

 

s

i

に
達
し
た
る
時
！八
ニ
五
年
に
於
て
は

S

のス.リ

.

イ
キ
が

2

な
る

S

都
市

V

フ

ラ

デ

ル

.
スィア、一

r

.
:

等

ふ

5

生

し

た

：而

し

て

其

大

多

數
S

飯
の
樹
加
を
要
求
す
き
の
で

.ぁ，つマ，.
ポ

 

い
一
い

.チ
じ
ィ
ア
の
機
織

H

f

ト
ラ
イ
キ
に
は

I

四
千

I

の
機
織
エ
の
中
二
千
五 

_

力
之
に
遂
'#し
た
大
親
模
の
も
の
で
も
つ
た
。
然
し
最
も

'社
會

I

目

I

動
せ
し
め
た 

の
は

！

プ
ニ
：五弗

5

ス
ト
ン
の

®

築

H

が
十
時
間
勞
働
を
要
求
し
た
る

ストライキでぁつ

:

|

は

I

の
I

に
よ

C
V

 T

勞
働
時
間
は

r

日

出

よ

，り

日

沒

：迄」

ざ

す

る

こ

ざ

が

流

行

し

た

の
で

.あ
っ
た
が
、、ボ
ス
ト
ン
の
家
屋

®

築

H

は
之
に
满
足
す
る
こ

ビ

が
出
來
な
か
つ
た
。
而
し 

て 

一
A

ニ
ニ
年
ク
ィ
ラ
デ

ダ

プ
ィ
ア
に
於
て
通
過
し
た
十
時
閩
勞
働
の
決
譲
の
採
用
を
親
方 

大
工
に
道
つ
た
。
彼
等
は
ス
ト
ラ
ィ
キ
の

*

も
適
當
な
る
時
期
た
る
其
年
の
#
之
を
行
ふ
こ 

ざ
、
し
た
？

'
蓋
し
此
季
節
に
は
最
近
の
大
火

.災

W

大
規
模

9

公
共
的
改
良
の
爲
に
大
工
©
谱 

要
が

M

も
大
で
あ
つ
た
か
ら
で
あ
る
。
彼
等
は

「

現
狂
の
賃
銀
は
單
に
正
義
の
み
な
、ら
す
人
道 

の
股
則
を
毀
損
す
る
こ
マ

」

を
信
じ
今
後
十
時

g

の
忠
實
な
る
勞
働
を
以
て

！ 

H

の
作
業

ざ

す 

る
-」

V
J」

を
決
識
し
た
。
‘而
し
て
後
に
は
更
に
現
在
の
制
度
に
於
て
は
彼
等
が
普
通
に
得
る
貨 

銀
を
以
て
家
族
を
維
持
す
る
こ
ざ
が
出
來
な
い
こ
ど
を
附
加
し
た
。
然
し
乍
ら
之
は
初
め
か 

ら
の

..要
求
で
な
か
：つ
た

.こ

1/

」

は
、當
時
の
文

W
:
に
.

つ
て
知
る
こ
ざ
が
出
來
る
。

(

c
o
i
o
n
s
, 

p,>. 

1
5
3
-
1
5
9
)

.

彼
等
に
，對
す
る
親
方
及
び
關
係
資
本
家
の
決

®

は
勞
働
時
間
®
縮
の
要
求
に
對
す
る
當
時 

.のf

ザ
：サ

情

：神

を

ょ

く
表
明
し
て
ゐ
る
。
即
ち
日
ふ

「

當
市
じ
於
て

職

エ
€
し
て
使
傭

せ

ら

る

> 

裁

の

：大

部

.分

は
記

憶

し
難
き
蕩
時
ょ
ク
の
慣
習
た
る
每
：日
の
作
業
始
終
の
時
則
を
變
更
す
る 

爲
に

M

結
し
た
る
こ

と

を

知
，
り

て
驚
き
旦
つ
悲
し
む

」

ど
。
彼
等
は
斯
の
如
き
組
仓
は
努
働
紫 

,
银11

十

お

(
1

冗
八
五)

ア
メ
リ
ヵII

於
け
る
初
期
の
勢
働
組合

d
势嫩ホ請
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i ，:
fi Ij;： I

奶 略 ' . サ挪び想ねタタれネ班《燃 哪 即 ヵ

I

せ 

S

 八
，；

0

 

ァメ 

9 
力 

i

i

l

i

i

i

 

?

s

 

,
^
u
.

 

r

身
‘

ビ

。

て，も
職

n

か

®

方

-

A
.
な

-
-

た
る
時
に
不
便

'を
及
ぼ
す
が
故
に
：有
で
め
る
ど
考 

へ
た

。

I

 

W
の
加

I

築
は

I

に
も

r

不
幸
な
る
影
響

」

を
與
ふ
る

も
の
で

*
 

h
.
>
a
っ
日
：T.

ょ

ク

S

沒に至る：
從水の，
势

ヶ

3

こ

t
 

r M

いV

こ

i
 

-

ン

，

-

;

f
fゥ

r

マ
ナ

I 

一{
ホ

免

れ

ウ

 

> 

あ

る「

誘

惡

及

び

思

慮

な

き

；マ

f

 

f

為

ぐ

な

る

。
，1

は
斯
の
如
き
方
法
が
社
得
の
道
德
及
び
安
？

及

f

結

S

發
慎
す
ま
彼
等
は
云
ふ
。

：

而

し

T

ま
に

r

斯
の

f

提
案
は
忠

W

に
し
て
動
勉
な
る
ニ

ク
ラ
ン

1

の
す
孫
の

S

に
ょ

I
る
も
の
に
非
す
、外
國
に
發
生
せ
る
惡
德
で
あ
る

4

 

へ
ざ
る

S

J

サ
チ
ゥ
セ
ッ
ッ
の

f

れ
た
る
地
に
？

け
い

i

,

へ
た
。
此

S

M

S

縮
す
る

®

動
に
對
す
る
道
德
及
び

2

に

f

非難の 

V

 

V

に
は

®

濟
上
の
：，
主

.張
が

#

す
る
。

令

.⑩：の
ヶ
お

''.

.

E

ン

"

ン

M

職
け

£

す

る

I

s

き

5

格
を

S

し
て
ぉ
受
け
た
る
契
約
を
れ
け

M
i

l

 ；

 

業
始
終
の
時

刻
に
！

職
人 

;:、、
 

バ
、

来

y

シ

」

、ギ
與
つ
：此
提
案
を
潮
執
す
る
者
を
使
®
せ
ざ

る
べ
き
こ
ざ

」

を
決
議
し
た
ひ

(

c

i

l
 

P
p
:
1
5
9
,r6

0
) 

, 

f

乍

ら

職

工

の

ス

ト

ラ

イ

キ

i

ま
も
資
本
家
の

行
動
に
ょ
る
處
が
多
か
つ
た

"

職
工
は
直
接
に
は
観
方
大

H

又
は
所
謂
観
方
®
藥
激
に
使
傭 

せ
も
れ
た
。
然
し
親
方
は
：又：資
金
を
融
通
し
建
築
に
要
す
る
材
料
を
提
供
す
る
き
に
使
傭
せ 

ら
る
、
の
で
め
る

◊
，一：

#
:方
大
エ
の
集
愈
後
間
も
無
ぐ
，是
等
の

「

雞
築
に
從
事
せ
る
純
士
し
が
集
會 

をS
S

し
娥
エ
の
此
の
如
き
行

.
S

は
當
市
及
ぴ
ュ
ュ

I

ィ
ン
グ
ラ
ン
ド
全
體
は
古
來
行
は
る
、
 

善

良

な

る
風
習
に

背

反

す

る

こ

マ

」

を
決
譲
し
、同
僚

傭
.

主
に

0
へ
、

「

若

し

此

共

説

を

社

會

が賞
！
！ 

す

べ

き
も
の
な
ら
ぱ
當
然
卞
及
び
郡
の

各

稱
の
職
.業
に
於
け
る
總
て
の
勢
働
階
級
に
傭
張
せ 

ら
れ
ね
ぱ
な
ら
ぬ
。
然
ら
ぱ
總
て
の
事
業
の
形

i

,
農
業
及
び
商
業
の
經
營
に
最
も
有
®
な
る 

0

サ
半
を

生
せ
：
し

め
、怠
愤
不
道
徳
を
®
ん

な

、ら
し

め
、勞
働
階
叙
の
现
狂
の
幸
福
繁
榮
.せ
る
狀
態 

を
を

卞

サ
る
も
の
代
は
ら
し
め
、併
せ
て
從
来
存
し
な
い
感
情
、

P

慣
及
び
不
滿
の
念

ビ

不
適 

ざ
を

招

來

す
る

こ

と 

>
 な
る

」

ご
.云
ひ

-次
に
一
般
公
衆
に
謝
へ
て
#
働
時
問
の
短
縮
に
ょ
つ
て 

勞

®

の
W

値
を
動
か
さ
ん
と
す
る
如
何
な
る
市
民
階
叙
の
圓
體
も
他
の
總
て
の
階
，級に
非
常 

，こ

下

 ̂

に
し
て
有
害

で

ぁ

な

」

.，/」

‘

宣

，
言

し

た

ソ

而
し

て
此

「

建
築
に
從
事
せ
る
糾
士

」

は

0
方
大 

H

の
組
合
が
：示
し
た
る
行
動
の
健
賞

*

如
に

'
.ム
て
聰
明
な
る
こ
ご
を
極
力
賞
讚
し
て

「

如
何
な 

る
犧
牲
.不
便
を
も
忍
び
、又
目
的
を
逸
す

.

.る

.爲

.に
契
約
期
限
を
延
長
し
、必
要
ぁ
る
場
合
.に
於
て 

®

1
十

卷

(一

五
A
七)

アメヶ

於
；
る

湖湖の摩働組合爭織

 

银十
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灘



斯
ニ
ト

C
J
.
/
.
6

ア
メ
リ
さ
於
け
る
翦
の
#

働
組
合
：

W

勞
働
S

 

f

 ニ

處

^

 

V

.
 

は
全

|

5

中

t

 

J

*
方
を
拨
助
す
？

こ

I

I

し
た

，

^

S

き
條
付
に
於
て
復
職
す
ベ
、

.

.

こ

J

求
め
彼
等
は

j

政
し
て
觀
氣

R

 

®

せ
ら
る
、
職 

J

及
ひ

S

 

W

何

人

i

を

2

せ

ざ

る

こ

ざ

を
I

し
た
の
で
あ
つ
た
。

5

爲
，
.

ス
、

 

.

」

¥

キ
は
遂
に
不
成
功
に
終
ウ
ノ

’
 (

D

i

l
 

H

I

, 

VI, 

pp. 

7
9, 8!; 

c

e

l
 

?

V

1

.
し

な

る

，

に

i

 ®

 

i

s

起

.

た
。

I

數
の
職 

常

‘

於a

取

H

の
紐
合
が
现
れ
た
此
時
代
に
於
て
は

S

 

S

圓
は
最
早

. 

一J
!

の
職
業
こ
限

ニ】

.る 

 ̂

T 

 ̂

^
 

^
 

0
. 

r
a 

 ̂

^
 

M
 

a

i
 

 ̂

 ̂

 ̂

^
 

f
t 

*
 

X

.

® 

0 

!

ゅ

I
I

 

の
事
件
で
あ

 

0 
た
。

^
 

^
 

^
 

U 

^
 

^
 

®
 

- 

S

 
^
 

S

«
 0 

«
 

«
 

^
 

^
 

^

I
M

f
l

 

る 

2

事

^
 

^
 

^
 

S
 

i

 

£

 

一
 

仲
は
現
代
的
形

 

f

 
内 

へ
て
ゐ
た
こ
ご
で
あ

.る
。

他

の

i

に
於
て
は
軸
合
自
體
を
不
法
？

ど
し
た
の
で
：
 

f
 

^
之

{

き

し

て

ホ

ず

は

直

に

，，該

法

撒

は，
：：
き̂
も
の

.
に
非

t

ご
.
否
定
し
ね
。
然
し

J
?

ら
t 

f

に
.
.て
？

 

S

る
處
は
？

無

か

S

。
勞
働
钮
合
の

a

f

る
戦
術
た

??；.

，法

で

あ

つ

び

。

然
し
乍
ら 

プ
レ
は
农
然

.
iし

，
て

不

法

：
な

ンI
V
同
情
ス
ト

ラ
イ

キ

，
ク

^
:
I

ズ

ド

シ
ョ
ッ
ズ
非
參
加
者
表
の
獨
布
の
如
き
ぱ
戴
刺
所
に 

P

て
：
不

法

一

な

り

W

せ
ら
れ

.た
。

勿
論
賞
銀
を
墙
加
す
る
爲
に
組
合
を
組
織
す
る
こ

ざ

は
適

職
工
が
其
要
求
を
貫
徹
す
る
爲
に
以
上
の
如
き
手
段
に
訳
へ
る
こ 

;り
ど
せ
；ら
れ
た
。

是
等
の
行
爲
は
他
人
に
損
害
を
與
へ
ん

’

/J

の
意 

思
を
以
て
恐
嚇
す
る
も
の
で
あ
る

’/

」

栽
判
所

.は
考
へ
た
の
で
あ
る
。

(commons, pp. 

162-163 ; 

B
e
a
r
d
,

 

D, 

3
2
)

1

八

U
H

年
フ
ィ
ラ

V

ル
プ
ィ

.ア
に
於
け
る

「

婦
人
靴
製
造
業
者

」 (
M
a
s
t
e
r
L
a
d
i
e
s
^
h
o
e
m
a
k
e
r
s
’〕 

事
件
は
法
律
問
題
ふ

」

し
.て
は
：I

八

.

1

五
年
の
ビ
ッ
ッ
ハ

I

ク
の
事
件

’/

」

殆
ん
マ

」

相
異
し
な
い 

此
組
合
は
賞
銀
の
低
減
を
，圓
ら
ん
が
移
に
組
織
せ
、ら
れ
た
の
で
あ
る
が
、

4 K

は
職

H

に
ょ

b

て
 

賃
銀
の
墙
加
を
強
制
せ
ら
れ
た
る
考
が
つ
自
然
的
平
準

」

を
恢
復
せ
ん
が
爲
に
組
織
せ
る
も
の
で 

あ
る

ざ

の
理
由
に
よ
つ
て
是
認
せ
ら
れ
た

"

然
る
に

I

八

一

一
七
年
ス

ラ
デ
ル
フ
ィ
ア
の
仕

立

H

が
傭
主
の
提
供

せ
る
；
ょ
：々
も
高
き
個
數
賃
銀
を
要
求
し
た
る
爲
に
解
：雁
せ
ら
れ
た
る
六 

名
の
復
職
を
圆
る
爲
に
メ
ト
ラ
：；
ィ
キ
を
企
て
た
場
じ
は
第
三
者
に
恐
嚇
の
效
果

ゎ

り

ゴ

レ
 

て
職
工
に
罪
あ

-
 ̂H

レ

せ
ら
れ
：た

"

1

八

ニ 

H
ギ

0

チ

ュ
ー

m, 

I
ク
，に
於
け
る
製
帽
エ
の
事
仲

か

ニ

ヤ

盤

a

五
八
九
v

'

k
メ
；す
力
に
於
ザ
る
ま
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